
2019年7月号 438号 毎月1回発行 社地区全世帯に配布

2019

７ 438

☆期 日 7月29日（月）

☆時 間 13時30分∼

☆場 所 社公⺠館

☆講 師 米田紀子先生

☆参加費 700円

☆持ち物 筆ペン、

ある方は、薄墨筆ペン

絵手紙に挑戦してみよう！

主催事業

438号 令和元年6月30日発行

公⺠館主催事業にご参加下さい TEL.0858-28-2155

2019

行事予定 07ＪULY

公⺠館指定事業③
（因幡の国を学び、
伯耆の国を知る）

9:00∼

給食サービス5班

9:00∼

社句会14:00∼

老人クラブ9:00∼

選句会9:30∼

社公⺠館は、社会教育施設ですので、飲酒・喫煙は禁止となっています。皆様のご協力とご理解よろしくお願いします。おしらせ

＊⻘字 主催事業

給食サービス6班

9:00∼

オープン卓球9:30∼

オープン卓球9:30∼

季節の野菜を書いて、言葉を添え

てみませんか？

老人クラブ9:30∼

社⺠児協 19:00∼

男の料理教室

10:00∼

オープン卓球9:30∼

老人クラブ9:00∼

先着10名 7月22日（月）

社公⺠館までご連絡ください

☆期 日 8月1日（木）

☆時 間 10時∼

☆場 所 社公⺠館

☆講 師 さんびる

☆共 催 倉吉市保健センター

うつぶき地域包括支

援センター

健幸づくり教室

主催事業

五輪まつり

社館⻑会 19:00∼

オープン卓球9:30∼

鳥取シンセイオーケス

トラ9:00∼

赤ちゃんふれあい会

9:00∼赤ちゃんふれあい会

9:00∼

体育部⻑会19:00∼

久米地区 ⺠児協

13:30∼

絵手紙教室13:30∼

町探検10:00∼

認知症予防について
地域を歩いて探検しませんか？

（秋喜⻄町）

☆期 日 7月8日（月）

☆時 間 10時∼

☆集合場所 社公⺠館

☆持ち物 タオル・飲み物

退公連社部会

10:30∼

倉吉市公民館研究指定事業〈地域づくり講座（歴史講座）〉

社の文化と歴史をつなげていこう！

第

一
回

大
谷
の
四
王
寺
山

を
探
検
し
よ
う
！

六
月
十
日

（月
）
に
十
二
名
が
四
王
寺
山
に

向
か
い
ま
し
た
。
登
山
道
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
山
肌
に
は
、
山
つ

つ
じ
な
ど
緑
が
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

中
腹
の
展
望
台
で
は
、
打
吹
山
や
社
小
学
校

を
望
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

一
時
間
半
ほ
ど

で
山
頂
に
着
き
ま
し
た
。
山
頂
の
展
望
台
で
は
、

灘
手
小
学
校
や
日
本
海
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
空
気
が
と
て
も
美
味
し
か

っ
た
で
す
。

そ
の
後
、
昼
食
を
取
り
、
四
王
寺
の
本
堂
で
、

谷
口
瑞
樹
さ
ん

（大
谷
）

か
ら
、
四
王
寺
の
歴
史
を
資

料
を
見
な
が
ら
話
を
聞
き
ま

し
た
。

大
谷
地
区
で
は
、
七
月

十
五
日
の
海
の
日
に
四
王
寺

山
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
る
と

の
事
で
す
。

下
り
は
、
植
物
や
木
の
話

を
聞
き
な
が
ら
下
り
ま
し
た
。

市
内
は
雨
が
降

っ
た
よ
う
で

す
が
、
私
た
ち
の
歩
い
た
時

に
は
、
雨
も
降
ら
ず
天
気
が

味
方
し
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〈金

一
封
〉

佐
々
木

博
美

様

（大
谷
）

（故
）
母

勝
枝

さ
ん

九
十
六
歳

社
公
⺠
館
施
設
充
実
費
と
し
て

社川柳会13:30∼

主催事業

社町探検!!(ｳｫｰｷﾝｸﾞ)

おもしろい会19:30∼

厚生部⻑会19:30∼

交通部⻑会19:00∼
社児童センター

9:00∼

倉吉市教育委員会事

務局 8:00∼

久米中校区同和教育研

究協議会 下学年部会

10:00∼

鳥取県肢体不自由児者

⽗⺟の会 13:00∼



先
日
、
炊
事
を
し
て
い
る
私
に

「お
母
さ
ん
。
ム

カ
デ
が
お
る
！
」
と
次
男
坊
の
切
羽
詰
ま

っ
た
声
。

「ど
こ
、
ど
こ
に
お
る
！
」
と
大
慌
て
の
私
。

子
ど
も
の
指
さ
す
方
向
を
必
死
に
探
す
と
、
ム
カ

デ
が
い
た
の
は
な
ん
と
ハ
ン
ガ
ー
に
掛
け
て
い
た
私

の
ズ
ボ
ン
の
裾
。
全
長
十
セ
ン
チ
で
も
あ
る
の
で

は
？
驚
き
と
同
時
に
決
し
て
逃
が
し
て
な
る
も
の
か

と
、
い
つ
に
な
く
冷
静
な
自
分
。

殺
虫
剤
を
か
け
て
も
敵
は
な
か
な
か
し
ぶ
と
く
、

逃
げ
ら
れ
る
の
で
は
と
焦
り
を
感
じ
る
私
。
最
終
的

に
は
無
事
に
し
と
め
ホ

っ
と

一
安
心
。

そ
れ
に
し
て
も
改
め
て
み
る
ム
カ
デ
の
全
身
ボ
デ
ィ
、

足
は
ビ
ビ
ッ
ト
な
オ
レ
ン
ジ
色
。
こ
れ
に
は
娘
も
感

心
。
こ
れ
ほ
ど
の
大
物
は
久
し
ぶ
り
。
と
感
ず
る

一

方
で
今
年
も
又
あ
の
熱
い
戦
い
が
始
ま
る
か
と
思
う

と
、
か
な
り
の
恐
怖
。

今
年
も
ム
カ
デ
対
策
に
余
念
な
し
。
ひ
の
き
に
忌

避
剤
ど
れ
が

一
番
効
果
的
？

「我
が
家
の
ム
カ
デ
捕

物
帖
」
続
編
始
ま
り
始
ま
り
。

次
回
は
、
山
本
裕
佳
さ
ん

（秋
喜
）
で
す
。

「我
が
家
の
ム
カ
デ
捕
物
帖
」

梶
井

由
佳

（大
谷
）

ペンリレー

No.337

☆
次
回
、
社
句
会
は
、
七
月
八
日(

月)

午
後
二
時
よ
り
社
公
⺠
館
で
す
。

396

256

「

昼

」

倉
吉
市
消
防
団
員
の
技
術
の

向
上
を
目
的
と
す
る
倉
吉
市
消

防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
は
六
月
二

日(

日
）
倉
吉
市
福
守
町
の
天

神
川
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
開
催
さ
れ
、
社
分
団
は
三
位

の
成
績
で
し
た
。

社
分
団
が
出
場
し
た
の
は
持

ち
運
び
が
可
能
な
小
型
動
力
ポ

ン
プ
を
使
用
し
た
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
部

（十
三
チ
ー
ム
）
。

今
回
は
若
い
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

な
お
、
個
人
の
部
で
伊
藤
亮

太
さ
ん

（
一
番
員

・
国
府
）
が

最
優
秀
賞
、
牧
田
康
史
さ
ん

（三
番
員

・
福
光
）
が
敢
闘
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

昼
飯
は
午
後
へ
の
バ
ト
ン
欠
か
せ
な
い

勝
つ
ま
で
は
日
の
丸
弁
当
皆
で
食
べ

腹
の
虫
昼
の
チ
ャ
イ
ム
に
騒
ぎ
出
す

昼
夜
の
温
度
差
に
で
き
ぬ
衣
替
え

昼
メ
シ
は
夏
そ
ー
め
ん
で
冬
ラ
ー
メ
ン

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
そ
う
な
昼
行
灯

昼
食
は
カ
キ
モ
チ
焼
い
て
ト
マ
ト
食
う

腹
減

っ
た
体
内
時
計
昼
ご
は
ん

昼
前
の
料
理
番
組
間
に
合
わ
ぬ

ポ
カ
ポ
カ
の
昼
寝
楽
し
む
ミ
ケ
と
俺

こ
の
天
気
六
月
な
の
に
昼
猛
暑

孫
達
も
乗
せ
て
昼
寝
の
舟
を
こ
ぐ

早
起
き
て
昼
寝
た

っ
ぷ
り
老
い
パ
ワ
ー
ー

昼
食
後
お
し
ゃ
べ
り
弾
む
電
話
口

懐
か
し
い
運
動
会
の
昼
弁
当

理

子

哲

夫

雄

大

シ
ゲ
ヨ

正
す
み
れ

か
ず
え

緑
け
い
こ

春

優

佳
代
子

義
ち
ゃ
ん

す
み
こ

瑛

子

み
え
こ

社の防災はオレたちにまかせろ！！

六
月
八
日

（土
）
令
和
元
年
最

初
の
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
や
し
ろ
塾
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
し
ゃ
ぼ
ん

玉
の
会
に
よ
る

「絵
本
の
読
み
聞

か
せ
」
と

「ガ
イ
ナ
ー
レ
と
遊
ぼ

う
」
を
行
い
ま
し
た
。

ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
で
は
、
選
手

や
ス
タ
ッ
フ
が
地
域
の
子
ど
も
た

ち
に
昔
懐
か
し
い
遊
び
を
教
え
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
貢

献
す
る
活
動
と
し
て

『復
活
！
公

園
遊
び
』
を
行

っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
幼
児
か
ら
六
年
生
ま

で
の
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
の
総

勢
五
十
名
の
参
加
者
と

一
緒
に
、

社
小
学
校
の
体
育
館
で
し
ゃ
ぼ
ん

玉
の
会
の
皆
様
の
大
型
絵
本
や
紙

芝
居
の
お
話
を
聞
い
て
、
そ
の
後
、

ガ
イ
ナ
ー
レ
の
選
手
と

一
緒
に
、

「Ｔ
」
鬼
ご
っ
こ
や
手
つ
な
ぎ
鬼
、

ダ
ル
マ
さ
ん
が
転
ん
だ
等
の
昔
な

が
ら
の
伝
統
的
な
遊
び
を
ガ
イ
ナ

ー
レ
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
楽
し
み

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
元
気
い
っ
ぱ

い
沢
山
の
汗
を
か
い
て
、
笑
顔
の

絶
え
な
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

第

一
回「Ｇ

Ｏ
Ｇ
Ｏ
や
し
ろ
塾
」

Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
や
し
ろ
塾

塾
長

中
島
伸

一

第
六
十
四
回
倉
吉
市

消
防
ポ
ン
プ
操
作
大
会

次
の
課
題
は

「福
」

「べ
た
べ
た
」
二
題
で
す
。

七
月
十
五
日

（月
）
ま
で
に
公
⺠
館
へ
お
届
け
下

さ
い
。

尚
、
七
月
十
七
日

（水
）
午
後

一
時
三
〇
分
よ
り

川
柳
会
を
開
き
ま
す
。
ご
参
加
下
さ
い
。

芝
刈
り
し
筋
目
を
風
の
渡
り
来
る

鯉
の
ぼ
り
令
和
の
空
を
泳
ぎ
を
り

い
ろ
ど
り

ひ
な

彩

の
ゆ
た
か
な
鄙
の
夏
料
理

田
植
終
へ
父
の
法
要
修
し
け
り

初
夏
の
風

一
人
占
め
し
て
畑
を
打
つ

梅
雨
入
り
に
ほ
ど
ほ
ど
の
雨
願
ひ
待
つ

(

七
月
の
歳
時
記
よ
り

・
・
・
・
早
田

圭
吾
選
）

し
ゃ
ら

一
日
の
花
と
し
沙
羅
の
散
る
夕
べ

な
す
び

暮
し
向
き
変
ら
ぬ
ま
ま
の
焼
茄
子

吉
田
や
す
子

伊
藤

一
七
子

永
見

松
明

西
尾

良
子

早
田

圭
吾

村
本
普
喜
子

大
間
知
山
子

酒
井

音
松

「Ｔ」おにごっこのポーズで集合写真

しゃぼん玉の会のコーナーの

「ボール回しゲーム」


